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Radio immunoassay による血中 CEA の測定結果が数多く報告されているが， CEA は消化器癌に限ら
ず種々の臓器の癌や非癌疾患でも正常範囲をこえて増量することがあり， CEAの消化器癌特異性には
疑問がもたれている。しかし最近になって，抗 CEA血清には CEA に対する特異抗体のほかに，健康
人糞便抽出液などと交叉反応をしめす非特異抗体が含まれていることが明らかにされたので，従来CEA
として報告されてきたもののなかには CEA 以外の物質が含まれている可能性がある。















である。後者をさらに糞便抽出液で十分に吸収し，これを抗 CEAc とした O
胃癌，結腸癌をはじめ各種臓器の癌および非癌組織，計 233例の手術材料について，抗 CEAf およ
び抗 CEAc による蛍光抗体法をおこなったところ結腸・直腸癌では14例中14例，胃癌では84例中52例
(62% )，牌癌では 4 例中 1 例に CEA が検出されたが，これら消化器の腺癌では，抗 CEAc と抗 CEAf
のいずれを用いても同じ所見が観察された。消化器以外の癌 (30例)では，抗 CEAf との反応が乳癌
9例中 3 例と甲状腺癌 8例中 1 例に認められたが，抗 CEAc との反応を認めた症例はなかった。胃や
結腸・直腸の正常幸H織は抗 CEAc および抗 CEAf のいずれとも反応しなかったが，胃の化生腸上皮，
ことに胃癌周辺部の化生腸上皮のなかには抗 CEAc，抗 CEAf の両者と強い反応をしめすものがあった。
また結腸・直腸でも同様に，癌巣周辺の非癌部や腺腫性ポリープ， ~貴蕩性大腸炎などの異型上皮に，
CEA が検:出された。
胃癌は CEA の有無により明確に 2 群に区別されたが， CEA 陽性胃癌には分化型腺癌が多く，乳頭
腺癌は全例 CEA 陽性であり， Borrmann 分類では， 1 , n 型の多くがこれに含まれた。また， CEA 陽
性胃癌の周辺には高率に腸上皮化生がみられ， しかもその大部分の症例では化生腸上皮にも CEA が
検出された。組織化学的にみても， CEA 陽性胃癌は CEA 陰性胃癌と異なり， alcian blue によって染色






2. 消化器の腺癌には抗 CEAc および抗 CEAf の両者と反応する CEA が検出された。これに対して，
その他の臓器の癌では抗 CEAf と反応する CEA様物質を検出することはあっても， CEA を検出す
ることはなかった。




部分の症例では化生腸上皮にも CEA が検出され CEA 陽性胃癌と腸上皮化生の密接な関係が示唆










また， CEA 陽性の胃癌と陰性の胃癌を組織学的ならびに組織化学的に詳細に検討し， CEA陽性胃癌
は化生腸上皮と， CEA 陰性胃癌は胃固有粘膜と類似した生物学的性格をもつことを明らかにしたこと
は，胃癌の組織発生という観点から注目すべき結果である。
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